





主  論  文 
 
The relationship between dental findings and tongue pressure: A survey of 745 
community-dwelling adults and elderly persons in Japan 
 


































のデータと共に重回帰分析を行った。次に n-FTU が 3 以下の受診者（49.9％）を選び、
nif-FTU が 3 以下の者と 4 以上の者の舌圧差を傾向スコアマッチング法にて比較した。 
 
結   果 
受診者 745 名中、男性は 308 名、女性は 437 名で平均年齢は 68.6 歳であった。残存
歯数 19 本以下は 312 名で 20 本以上は 433 名（58.1%）、さらに 372 名（49.9％）の n-FTU
は 3 以下であった。単変量解析の結果、男性、低い握力、HbA1c 低値、飲酒習慣なし、
歯数の少なさは舌圧の低下と有意な独立した因子であった。これらの因子間に多重共
線性はなかった。また、n-FTU が 3 以下の受診者（49.9％）は 4 以上の受診者よりも有
意に低い舌圧を示した。n-FTU が 3 以下である 372 名を層別化して分析したところ、
インプラント及び固定式の補綴物は舌圧に正の影響を与えるのに対し、可撤性義歯は
舌圧に影響しなかった。n-FTU が 3 以下の 372 名は背景因子が異なるため傾向スコア
法にてマッチングした 86 名で解析した。nif-FTU が 4 以上の 43 名は 3 以下の 43 名よ
りも有意に舌圧が高い傾向が見られた。t-FTU は舌圧と有意な関連を示さなかった。 
 
考   察 
天然歯と固定式補綴物双方を含む機能的咬合単位の数、nif-FTU が咀嚼機能にとっ
て重要であり、t-FTU（可撤性の義歯も含む機能的咬合単位）が 10 以上であればほと
んどの食品を咀嚼できるとの報告がある。しかし舌圧は口腔所見以外の局所的要因や
全身的要因と交絡する可能性がある。そこで本研究ではそのような因子も含めて分析
した。男性の方が舌圧が低い傾向がみられたが、これは受診した女性の方が男性より
も年齢が高くかつ「健康的」であるのが原因ではないかと推測される。HbA1c の低い
者には低栄養の人が含まれたため、舌圧が低かった可能性が考えられた。飲酒習慣に
関しては、飲酒しない者に、虚弱や体調不良で飲酒できない者が含まれたためと考え
られる。歯数と舌圧の関連については今回の結果と相反する報告もあるが、それらの
研究では義歯に不具合のある被験者を除外しており、本研究との相違につながった可
能性がある。多変量解析の結果、歯の喪失は舌圧の低下と有意な関連を示した。固定
性補綴物の装着は舌圧低下の予防につながる可能性が示唆されたが、可撤性義歯では
示唆されなかった。今後は義歯の適合を含めた検証が必要であると思われた。 
 
 
